
　
　
　
　
第

五

節

　

柳

津

の

霊

境

談

義

H
　
柳
津
の
霊
場
商
売

　
柳
津
は
霊
場
商
売
と
し
て
制
限
を
加
え
ら
れ
、
市
場
を
開
く
こ
と
も
出
来
ず

御
免
之
品
以
外
に
は
商
売
を
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
駅
所
文
書
に
よ
る
と
、
文
化

八
年
卯

八
月
、
商
売
御
免
の
品
の
事
と
し
て
左
の
十
二
品
目
を
商
売
す
る
こ
と

が
出
来
た
。
即
ち
、

　

「飴

・
菓
子

・
草
履
草
鮭

・
明
松

・
元
結

・
伽
羅
油

・
き
せ
る

・
煙
草
入

・

　
手
拭
切

・
鼻
紙

・
刻
た
ば
こ

・
ほ
く
ち
火
打
石
」

で
あ

っ
た
。
柳
津
の
人
た
ち
は
、
霊
場
と
し
て
の
誇
り
を
持

っ
て
い
た
た
め
、

牛
や
生
卵
さ
え
食
べ
な
い
精
進
を
し

て
い
た
か
ら
、
商
売

の
品
目
を
こ
れ
以
上

に
要
望
も
し
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
お
菓
子

の
中
に
は
、
霊
場
の
土
産

菓
子
と
し
て
、
名
物
粟
饅
頭
は
江
戸
時
代
か
ら
あ

っ
た
よ
う
で
、
古
川
古
松
軒

の
巡
見
記
の
中
に
も
、

　

「柳
津
に
着
く
、
村
の
中
は
菜
の
花
の
咲
き
た
る
如
く
」

と
名
物
粟
饅
頭
の
あ
る
こ
と
を
驚
い
て
記
し
て
い
る
。
村
中
に
ど
の
位
の
菓
子

屋
が
あ

っ
た
も
の
か
、
そ
の
戸
数
な
ど
は
分
明
し
な
い
。

　

こ
の
令
条
の
頃
は
、
文
化
の
は
じ

め
か
ら
商
売

の
制
度
も

っ
て
の
ほ
か
み
だ

れ
、
小
林
に
も
肴

・
小
間
物

・
着
物
太
物
等
の
商
い
を
す
る
人
が
出
て
、
牛
沢

組
塔
寺
な
ど
は
市
場
の
あ
る
坂
下
よ
り
も
繁
昌
し
た
と
認
め
て
あ
る
。
こ
う
し

た
時

で
あ

っ
た
の
で
、
文
化
八
年
に
御
令
条

の
達
し
が
あ
り
、
取
締
を
厳
重
に

し
た
。
し
か
し
野
沢
組

・
金
山
谷
組

・
滝
谷
組

・
高
田
組
の
う
ち
で
、
柳
津
に

近
い
村
々
で
は
、
柳
津
の
霊
場
商
売
品
目
だ
け
で
は
、
実
生
活
に
不
十
分
で
あ

り
、
不
便
で
あ

っ
た
。
わ
ざ
わ
ざ
坂
下
市
場
に
ま
で
出
な
け
れ
ば
、
生
活
必
需

品
は
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
た
め
柳
津
に
お
い
て
、
生
活
必
需
物
資
の
品
替

(物
々
交
換
)
や
商
売

を
さ
せ
て
ほ
し
い
と
要
望
し
て
、
願
書
を
出
し
て
い
る
。

　
　
柳
津
村
に
而
諸
商
売
相
願
候
節

　
　
　
故
障
申
立
商
売
不
御
付
事

　
　
　
乍
恐
以
書
付
奉
願
候

　
先
年
市
場
之
外

ハ
諸
問
屋
井
升
目
秤
目
は
勿
論
、
凡
而
商
売
之
見
世
店
御
停

　
止
被
御
付
候
処
当
村
之
儀

ハ
駅
所
並
之
外
袋
米
御
用
捨
被
成
下
置
候

二
付
問

　
屋
四
軒
相
立
罷
在
候
、
前

々
は
市
場
同
様
何
品
に
不
限
諸
商
品
商
品
仕
候
所

　
厳
敷
御
差
留
後
は
相
勢
相
衰
且
又
自
他
邦
参
詣
之
者
も
追
々
薄
相
成
申
候
。
元

　
来
当
村
之
儀

ハ
御
田
地
不
足
に
て
耕
作

一
二
反
の
軽
営

の
者

ハ
十
ケ

一
も
無

　
之
候

(中
略
)

　

一
、
伊
勢

・
高
野

・
日
光

・
善
光
寺
を
始
め
諸
国
何
れ
の
霊
場
下
に
て
も
其

　
　
国
の
産
物
は
勿
論
凡
而
見
世
店
賑
々
敷
相
飾
り
商
売
仕
候
故
、
参
詣
之
旅

　
　
人
も
専
ら
霊
場

の
場
よ
り
相
求
候
品
に
て
帰
国
土
産
の
様
々
覚
相
覚
候
間
其
国

　
　
其
地
の
潤
益
不
少
候
に
付
、
自
然
と
神
仏
の
光
輝
に
も
相
成
様
存
候

(中

　
　
略
)
柳
津
村
に
て
も
塗
物
始
品
々
調
儀
仕
度
旨
今
も
相
望
之
者
不
少
候
得

　
　
は
商
売
可
仕
様
之
奉
意
に
候
。



　

一
、
柳
津
村
よ
り
近
き
市
場
と
申
候
て
も
坂
下

・
野
沢

・
高
田
に
御
座
候
処

　
　

何
れ
も
三
里
余
四
里
も
相
隔
申
候
、
尤
牛
沢
組
山
郷
二
拾
四
ケ
村
之
儀

ハ

　
　
往
古
よ
り
柳
津
郷
と
唱
い
既
に
御
領
内
村
附
等
に
も
相
記
有
之
、
凡
而
柳

　
　
津
村
に
て
諸
用
相
達
し
御
蔵
入
金
山
谷
辺
よ
り
も
罷
越
、
尤
野
沢
組

・
高

　
　
田
組
の
内
に
も
当
村
へ
近
き
村
方
は
産
業
の
品
々
持
参
仕
、
勝
手
に
品
替

　
　
仕
来
候
処
御
差
留
後
は
不
自
由
に
相
成
候

(中
略
)

　
　
　
文
政
十
年
亥
四
月
　
　
　
　
柳
津
村
願
主
惣
代
　
和
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
原
治
左
衛
門
、
寿
八
、
宇
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
右
衛
門
、
八
三
郎
、
忠
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
右
衛
門
、
喜
惣
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
川
孫
八
郎
、
内
田
与

一
左
衛
門

右
と
同
じ
よ
う
な
文
書
で
願
い
出
た
も
の
に
は
左
の
二
十
三
人
の
連
名
が
あ
る
。

　
　
　
文
政
十
年
亥
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朝
立
村
肝
煎
　
　
　
五
十
嵐
武
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
沢
村
和
泉
村
同
　
　
　
　
　
和
　
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
井
村
同
　
　
　
　
斎
藤
吉
之
蒸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
坂
野
村
同
　
　
　
猪
俣
利
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
細
越
村
地
首
　
　
　
庄
　
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
椿
村
肝
煎
　
　
　
　
岩
渕
清
十
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
巻
村
同
　
　
　
　
新
井
田
治
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
老
沢
村
同
　
　
　
目
黒
孫
十
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麻
生
村
同
　
　
　
　
栄
　
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
持
寄
村
同
　
　
　
　
斎
藤
　
　
忠
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
野
村
同
　
　
　
　
田
崎
忠
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
川
村
　
　
　
　
忠
　
　
　
吾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
倉
村
　
　
　
　
　
勝
　
之
　
蒸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
倉
村
　
　
　
　
　
増
井
　
彦
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郷
戸
村
　
　
　
　
　
義
右
衛
門

　
ま
た
こ
の
年
正
月
に
は
、
前
文
と
同
内
容
文
書
に
て
柳
津
村
で
諸
用
相
調
で

叶
う
よ
う
金
山
谷
の
組
か
ら
も
願
出
し
て
い
る
。
そ
の
願
出
人
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
谷
組
觸
継
名
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
尻
組
　
五
ノ
井
蔵
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
谷
組
　
本
名
仁
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀧
谷
組
　
川
越
次
郎
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
石
組
惣
代
名
主
　
佐
藤
新
九
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
藤
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
尻
組
　
星
　
要
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
谷
組
　
二
瓶
活
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
滝
谷
組
　
片
山
　
祐
助



　
前
書

二
奉
願
上
候
柳
津
村

へ
市
場
同
様

二
諸
商
売
筋
御
免
被
成
度
願
出
候

二

　
付
御
尋
被
仰
付
、
猶
又
村
中

一
同
相
挙
厚
く
評
議
為
相
尽
候
処
委
細
奉
願
上

　
候
通
り
兼
而
御
規
定
之
外
余
村
同
様
商
売
相
弛
メ
被
下
置
度
候
而

ハ
当
所
之

　
儀
必
至
と
雖
相
立
段
も
顕
然
に
候
。

　
こ
の
よ
う
な
動
き

の
中

で
、
坂
下
村
で
は
坂
下
市
の
衰
微
を
お
そ
れ
て
、
こ

の
柳
津
商
売
品
の
多
様
化
を
差
留
め
る
よ
う
強
く
訴
え
て
い
る
。

　
　
此
度
柳
津
村
市
場
同
様
被
成
下
度
旨
牛
沢
組
　
山
郷
義
金
山
谷
よ
り
同
所

　
　
市
場
並
被
成
下
度
旨
奉
願
上
候

二
付
御
吟
味
被
仰
付
、
乍
恐
訳
柄
左
に
奉

　
　
言
上
候

　

一
、
柳
津
よ
り
袋
米
御
用
捨
被
下
成
候

二
付
、
米
問
屋
四
軒
相
立
罷
在
候
様

　
　
形
申
上
候
所
先
年
よ
り
袋
米
御
用
捨
と
申
義

ハ
無
御
座
候
。
柳
津
村
之
儀

　
　

ハ
自
村
飯
米
に
限
り
坂
下
問
屋
よ
り
買
受
候
米
商
い
の
儀
は
御
用
捨
被
成

　
　
下
度
候
儀
に
て
問
屋
等
被
仰
付
候
儀

ハ
無
御
座
候
。

　

一
、
前
々
よ
り
市
場
同
様
何
品

二
不
限
、
商
売
致
来
候
形
申
上
所
先
年
よ
り

　
　
御
郡
中

一
統
御
定
之
通
、
柳
津
村
之
儀
も
見
世
店
と
申
儀
不
相
成
土
地

二

　
　
御
座
候

ヘ
バ
市
場
同
様
商
売
仕
候
儀
曽
而
無
之
儀
と
奉
存
候
。

　

一
、
伊
勢

・
高
野

・
日
光

・
善
光
寺
等
何
れ
も
霊
場
下
に
而
賑
々
敷
相
侍
申

　
　
候
故
、
参
詣
之
旅
人
土
産
物
、
其
他
よ
り
相
求
候

へ
ば
収
益
不
少
由
申
上

　
　
候
所
右
四
ケ
所
之
儀

ハ
何
れ
も
御
城
下
町
並
之
場
所
に
御
座
候

へ
ば
夫
だ

　
　
の
御
商
売
も
賑
い
可
申
儀
に
御
座
候
処
、
諸
国
あ
ら
ゆ
る
霊
場
を
算
い
見

候
ハ

バ
辺
土
高
山
険
岨
之
場
所

ニ
モ
有
之
候
儀

二
而
商
売
繁
昌
仕
候
儀

二

無
御
座
候

(以
下
省
)。

一
、
柳
津
村
に
て
近
村
且
金
山
谷
辺
よ
り
産
業
之
品
持
参
致
、
品
替
等
仕
候

様
申
上
候
処
、
金
山
谷
辺
よ
り
産
業
之
品
と
申

ハ
麻
布

・
紙

・
真
綿

・
繭

材
木
類
之
品
に
御
座
候

ヘ
バ
柳
津

二
而
品
替
仕
候
儀
決
し
て
無
御
座
候
。

尤
近
村
産
業
と
申
品

ハ
の
し
た
ば
こ

・
炭

・
薪
右
之
品
迚
も
同
所
に
而
品

替
に
相
成
候
品
々
に
無
御
座
候
。
旧
来
年
中
坂
下
へ
持
出
営
々
罷
在
候
場

所

二
御
座
候
。
柳
津
村
に
て
売
買
仕
候
様
相
成
候
テ

ハ
当
市
衰
微
仕
候
義

柳
津
村
の
市
は
差
留
奉
願
上
候
。

一
、
極
窮
者
婚
葬
を
始
め
凡
而
差
懸
り
候
入
用
之
品
差
支
雪
中
之
砌

ハ
五
七

日
乃
至
す
る
も
相
塞
、
市
場

へ
は
通
路
難
相
成
由
申
上
候
所
、
御
蔵
入
よ

り
山
郷
数
村

ハ
塞
候
儀

ハ
間
々
有
之
候
得
共
柳
津
よ
り
坂
下
迄

一
日
の
通

路
相
成
、
急
候
儀

ハ
是
迄
覚
無
御
座
候
。
是
等

ハ
事
を
乙
即
に
取
障
り
申

上
候
儀
に
奉
存
候
。

一
、
大
開
帳
中
は
諸
商
売
御
免
之
形
申
上
候
処
御
免
と
申
に
は
無
御
座
候
、

右
之
節
は
御
城
下
其
他
市
町
商
人
共
出
商
い
仕
候
儀
は
格
別
駅
所
者
た
り

共
相
成
不
申
紛
敷
儀
無
之
様
御
城
下
は
連
尺
頭
簗
田
仙
右
衛
門
其
外
市
場

検
断
町
頭
印
形
札
相
渡
し
出
売
商
為
致
候
儀
に
御
座
候
。

一
、
柳
津
村
之
儀

ハ

　

土
津
尊
君
様
御
代
諸
商
売
自
由
に
致
来
之
形
申
上
候
処
、
御
先
邦
様
以

来
市
場
之
外
商
売
相
成
不
申
儀

ハ
当
村
町
頭
共
方

二
御
書
物
も
所
持
仕
罷

在
候
儀

二
御
座
候
得
共
、
自
由
仕
候
儀
古
来
よ
り
決
し
て
無
之
候
(中
略
)



　

一
、
牛
沢
組
山
郷
よ
り
申
上
候

ハ
柳
津
村
に
て
相
達
居
御
座
留
後
は
甚
だ
不

　
　
自
由
に
罷
成
相
痛
み
の
村
や
一
戸

一
統
之
相
歎
候
形
に
御
座
候

(中
略
)

　

一
、
金
山
谷
よ
り
申
上
候

ニ
ハ
先
年
よ
り
柳
津
に
て
何
品
に
不
限
諸
商
売
仕

　
　
候
に
付
諸
品
調
儀
仕
、
窮
民
之
調
法

二
相
成
候
様
申
上
候
処
、
柳
津
村
に

　
　
て
先
年
よ
り
見
世
店
と
申

ハ
決
し

て
無
之

(中
略
)

　

一
、
雪
中
俄
之
婚
葬
之
砌
、
柳
津
迄
罷
出
之
儀

ハ
不
容
易
之
儀
、
坂
下
迄
罷

　
　
出
候
に
は
雪
路
踏
開
に
多
分
人
歩
相
懸
り
候
形
申
上
候
、
柳
津
よ
り
坂
下

　
　
迄
罷
出
候
儀

ハ
容
易
之
儀
に
お
い
て
は
前
文
申
上
候
通
り

一
日
迚
も
通
路

　
　
塞
之
儀
も
有
之
、
道
筋
踏
開
候
人
歩
相
懸
り
可
申
儀
更
に
御
賢
察
被
下
度

　
　
候
。

と
、
急
に
で
き
た
葬
式

・
婚
礼
者
等
の
不
自
由
、
特
に
降
雪
の
期
間
の
悩
み
の

深
さ
が
に
じ
ん
で
い
る
。

　
ま
た
柳
津
に
は
参
詣
者
は
坊

(六
坊
)
に
宿
泊
す
る
人
が
多
か

っ
た
よ
う
に

桜
本
文
書
に
あ
る
が
、
そ
の
他
に
も
若
干
の
宿
泊
す
る
所
が
あ

っ
た
の
だ
ろ
う

そ
の
掟
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、　
　
.

　
　
　
掟

　
　
往
還
筋
駅
々
井
渡
場
之
義
に
就
而

ハ
度
々
公
義
御
觸
書
も
有
之
厚
御
世
話

　
も
有
之
候
処
御
領
内
駅
風
取
締
の
義

に
つ
き
文
化
二
丑
年
改
而
被
仰
渡
有
之

　
駅
々
問
屋
共

一
も
締
筋
儀
厚
申
聞
置
候
趣
も
有
之
候
所
間
も
な
き
内
左
記
猶

　
又
文
政
六
未
年
同
様
御
世
話
も
有
之
候
間
屹
度
風
俗
可
相
嗜
筈
之
所
無
其
儀
風

俗
取
乱
候
形
相
聞
甚
以
不
相
済
義
に
候

　
　
　
御
定
旅
籠

一
、
上
百
六
拾
文
。

一
、
中
百
三
拾
文
。

一
、
旅
人
之
内
不
法
成
義
有
之
候
ハ

バ
其
次
第
役
人
方

へ
訴
申
出
、
若
役
所

　
人
掛
合

二
而
不
相
及
節

ハ
其
所

二
留
置
可
訴
出
候
事
。

一
、
旅
人
之
内
問
屋
に
不
罹
馬
士
共

へ
相
対
致
し
荷
物
運
送
致
候
茂
有
之
哉

　

二
相
聞
右
体
之
義
有
之
候
而
駅
方

へ
訴
出
馬
方
屹
度
御
咎
可
被
御
付
候
事

　
　
　
運
賃
御
定
貫
目
　
　
　
(天
保
十
三
年
)

一
、
本
馬
乗
下
弐
拾
貫
目
　
　
但
三
、
四
貫
迄
用
捨

一
、
軽
尻
乗
下
五
貫
目
　
　
　
但
二
、
三
貫
目
迄
用
捨

一
、
駄
賃
本
馬
三
拾
六
貫
目
　
但
三
、
四
貫
目
迄
用
捨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
四
拾
貫
目
迄

一
、
同
軽
尻
弐
拾
貫
目
　
　
　
但
二
、
三
貫
目
迄
用
捨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
弐
拾
参
貫
目
迄

一
、
長
棒
駕
篭
　
　
　
　
　
　
　
壱
挺

(但
人
足
六
人
持
)

一
、
切
棒
引
戸
駕
篭
　
　
　
　
　
壱
挺

(但
人
足
四
人
持
)

一
、
四
ツ
手
駕
篭
　
　
　
　
　
　
壱
挺

(但
人
足
弐
人
持
)

ま
た
駄
賃
に
つ
い
て
も
定
を
厳
達
さ
れ
て
い
た
。



　
そ
の
こ
ろ
の
表
に
よ
る
と
左
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
定

　

一
、
駄
賃
荷
物
壱
駄
四
拾
貫
目
た

る
べ
き
こ
と
。

　

一
、
塔
寺
よ
り
坂
下
迄
壱
駄
に
付
弐
拾
三
貫
乗
掛
同
前
荷
な
し
に
乗
は
拾
五

　
　
文
。
舟
渡
片
門
迄
壱
駄
四
拾
文
、
乗
懸
荷
な
し

ハ
弐
拾
七
文
、
柳
津
迄
壱

　
　
駄
七
拾
八
文
。
乗
懸
同
前
な
ら
ば
五
拾
弐
文
た
る
べ
き
こ
と
。

　

一
、
乗
懸
荷
五
貫
目
ま
て
ハ
荷
な
し
同
前
た
る
べ
き
事
。

　

一
、
乗
物
壱
丁
に
付
而
人
足
六
人
。
山
乗
物

ハ
四
人
人
足
賃
、
壱
人
に
付
而

　
　
壱
駄
荷
之
半
分
た
る
べ
き
事
。

　

一
、
木
賃
主
人
弐
拾
七
文
、
下
人
拾
三
文
、
馬
弐
拾
七
文
た
る
べ
き
事
。

右
条
々
可
相
守
者
也

　
　
宝
暦
十

一
年
三
月
　
日
　
　
　

　
坂
下
覚
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
ノ
瀬
蔵
之
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
本
九
郎
左
衛
門

尚
、
荷
駄
賃
の
掟
は
寛
政
の
こ
ろ
に
よ
る
と
、

　
　
百
弐
拾
壱
文
　
　
本
馬
高
田
よ
り
軽
井
沢
ま
で

　
　
八
十
文
　
　
　
　
軽
尻
全
右

　
　
六
十
三
文
　
　

　
人
足

一
人
同
右

　
　
参
百
文
　
　
　
　
商
人
用
品
御
蔵
敷
に
て
右
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

　
霊
場
商
売
地
と
し
て
の
不
自
由
さ
は
あ

っ
た
が
、
そ
の
た
め
運
送
業
者
は
非

常
に
多
く
、
大
正
の
末
期
こ
ろ
ま
で
は
流
通
物
資
運
搬
量
の
柳
津
通
過
は
お
び

た
だ
し
い
も
の
で
あ

っ
た
。
六
十
年
記
を
み
る
と
、
坂
下
か
ら
柳
津

へ
馬
車
が

通
じ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
明
治

の
頃

で
あ

っ
た
。

こ
れ
は
有
名
な
七
折

坂
の
道
路
改
修
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
と
、
岩
坂
に
石
階
段
が
あ
り
、
馬
道
と
し

て
虚
空
蔵
尊
の
裏
道
を
通
る
不
便
さ
の
た
め
で
あ
る
。
従

っ
て
運
輸
業
の
人
は

は
じ
め
は
大
八
車
に
よ
る
以
外
に
な
か

っ
た
。

　
沼
田
街
道

の
改
修
後
は
漸
く
馬
車
追
う
人
に
変

っ
た
。
そ
の
た
め
の
商
家
も

大
い
に
変
形
し
て
き
た
と
い
う
。
塩
田
保
恵
氏
は
、
柳
津

の
商
業
の
発
展
は
運

輸
業
を
み
な
い
で
は
語
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
力
説
さ
れ
て
い
る
。
明
治
に
な

り
霊
場
商
業
は
自
由
と
な
り
、
い
ろ
い
ろ
な
商
店
が
あ
ら
わ
れ
た
。
そ
し
て
門

前
市
を
な
す
と
い
う
賑
や
か
さ
、
商
品
も
バ
ラ
イ
テ
イ
に
富
む
よ
う
に
な
っ
た
。

昭
和
三
年
当
時
会
津
線
(現
在
は
只
見
線
)
は
柳
津
ま
で
の
開
通
で
、
輸
送
屋
の
繁

昌
と
商
店

の
激
増
に
よ
り
参
詣
者
も
急
に
増
加
し
、
旅
館
業
と
料

理
店
、
飲
食

店
な
ど
も
激
増
し
た
。

　
大
正
末
期
の
商
店
街
は
次
頁

の
図
の
よ
う
で
五
十
年
後

の
今
日
、
そ
の
発
展

に
驚
く
。

　
太
平
洋
戦
争
中
は
、
東
京
都
の
小
学
校
(当
時
は
国
民
学
校
)
の
疎
開
児
童
を
受
け

入
れ
て
旅
館
に
満
ち
、
終
戦
後
は
漸
次
商
店
も
増
加
し
、
近
代
的
な
店
舗
改
築

も
す
す
み
、
昭
和
十
年
こ
ろ
の
お
も
か
げ
は
消
え
て
し
ま
う
よ
う
で
あ

っ
た
。
た

だ
名
物
の
粟
饅
頭
は
、
美
し
い
黄
金
色
と
特
殊
な
甘
味
、
そ
し
て
笹
の
葉
に
包

ん
だ
色
彩
美
豊
か
な
も
の
と
し
て
、
観
光
客
か
ら
の
好
評
も
高
い
。



大正末期の柳津商店街図(大 正15年6月21日 印刷)

　
元
祖
岩
井
屋
沼
沢
家
は
、

一
時
戦
争
中
材
料
の

欠
乏
に
よ
っ
て
製
造
を
休
ん
だ
が
、
現
在
は
古
風

な
店
に
新
築
し
て
営
業
を
続
け
繁
昌
し
て
い
る
。

　
寺
家
町
の
香
月
堂
・
岩
井
屋

・
岩
坂

の
小
池
屋

・

稲
葉
屋
等
は
早
朝
か
ら
、
ふ
か
し
湯
気
が
勢
よ
く

昇

っ
て
い
る
。

　

温
泉

の
引
湯
と
駅
の
新
設
は
、
商
店
街
を
南
北

に
拡
大
し
た
。
そ
し
て
商
工
会
の
活
動
は
、
ま
た

目
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
小
中
学
校

の
上
村
移
築
に
よ

っ
て
、
上
村

へ
も
商
店
は
開
か

れ
、
南
は
阿
久
津
週
辺
、
北
は
自
動
車
の
発
達
に

よ
り
、
岩
坂

・
大
平

・
細
越
下

へ
も
伸
び
、
ド
ラ

イ
ブ
イ
ン
、
給
油
業
な
ど
の
新
し
い
商
店
も
誕
生

し
た
。

　

其
他
砂
子
原
の
四
軒
の
店
、
理
髪
店
、
黒
沢
二

軒
、
冑
中

・
大
成
沢

・
琵
琶
首

・
田
代

・
牧
沢

・

五
畳
敷

・
湯
八
木
沢

・
藤

・
小
巻
な
ど
も
、

一
～

二
軒
の
店
が
出
来
て
い
て
、
生
活
必
需
物
資

の
購

買
に
は
事
欠
か
ぬ
状
態
と
な

っ
た
。
然
し
虚
空
蔵

尊
を
も

つ
柳
津

の
発
展
は
お
ど
ろ
く
べ
き
商
店
街

で
、
昭
和
五
十
年
現
在
の
商
店
街
図
は
次
頁
の
図

の
よ
う
に
な
る
。



柳 津 略 図

(昭和50年ll月 現在)
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二
　
粟
饅
頭

　
わ
が
町
の
伝
統
商
品
の
う
ち
で
、
あ
ま
り
に
も
有
名
な
も
の
に
粟
饅
頭
が
あ

る
。
柳
津
と
い
え
ば

「
ア
ワ
マ
ン
ジ

ュ
ウ
」
を
連
想
す
る
人
が
、
会
津
と
山
形

及
越
後
各
地
の
町
村
に
は
頗
る
多
い
の
で
あ
る
。

　
春
咲
く
菜
の
花
の
真
黄
色

の
あ

の
ふ

っ
く
ら
し
た
形
と
色
と
軽
い
味
は
、
名

物
と
し
て
格
調
高
い
も
の
で
あ
る
。
昔

の
人
々
は
、
福
満
虚
空
蔵
尊
参
詣
に
く

る
と
、
春
夏
秋
冬
菜
の
花
畑

の
中
を
通
る
よ
う
な
気
が
す
る
と
書

い
た
人
も
あ

る
ほ
ど
で
あ
る
。

　
こ
の
粟
饅
頭
の
記
録
は
さ
が
し
て
み
た
が
、
遂
に
見

つ
け
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
し
か
し
伝
承
は
あ
る
。
そ
れ

に
よ
る
と
、
文
政
元
年

(
一
八

一
八
)

六
月
十
五
日
の
午
前
に
火
災
が
お
き
、
忽
ち
円
蔵
寺

・
虚
空
蔵
堂

・
三
重
塔

・

各
六
坊
及
民
家
百
六
軒
が
焼
け
た
。

本
坊

・
本
堂

・
三
重
塔
は
文
化
五
年

に
再
建
し
て
、
わ
ず
か
十

一
年
目
で
全
焼
し
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。
柳
津
の

人
々
及
び
住
職

・
僧
侶

・
信
徒
は
殊

の
外

の
悲
嘆
に
く
れ
た
と
い
う
。

　

こ
の
と
き
の
住
職
が
喝
岩

(厳
)
和
尚
で
あ

っ
た
。
喝
岩
は
焼
失
後
の
再
興

の
責
を
負
い
、
こ
の
本
坊

(円
蔵
寺
)

・
本
堂

(虚
空
蔵
堂
)

の
新
築
を
計
画

し
、
幕
府
や
藩
主
に
も
請
願
し
三
千
余
両
の
借
財
を
受
け
て
大
工
事
を
開
始
し
た
。

文
政
十

一
年
に
は
本
堂

の
大
柱
を
建
て
始
め
、
い
よ
い
よ
工
事
は
進
み
、
同
十

二
年

(
一
八
二
九
)
八
月
十
三
日
落
慶
し
遷
座
式
を
行

っ
た

(『楊
津
秘
録
』
)
。

　
今
か
ら

一
四
六
年
前
の
こ
と
で
、
こ
れ
が
現
堂
な
の
で
あ
る
。
こ
の
落
慶
の

と
き
住
職

・
喝
岩
和
尚
は
、
こ
の
後
は
絶
対
に
災
難
に

「
ア
ワ
」
(粟
)
ぬ
よ
う

に
と
、
当
時
近
村
で
多
量
に
生
産
し
て
い
た
粟
を
用
い
て
饅
頭
を

つ
く
る
こ
と

を
考
え
た
。

　
し
か
し
そ
の
技
術
は
住
持
は
も
た
な
い
。
こ
の
と
き
こ
の
住
職
に
相
談
を
う

け
た
の
が
、
沼
沢
和

一
氏

(岩
井
屋
)
の
先
祖
で
あ

っ
た
と
い
う
。
苦
心
の
末

に
粟
の
黄
色
を
表
面
に
あ
し
ら

っ
て

「
ア
ワ
マ
ン
ジ

ュ
ウ
」
が
完
成
し
た
。
引

継
い
だ
沼
沢
留
五
郎
氏
の
苦
心
も
容
易
で
な
い
研
究
を
し
た
と
い
う
。
岩
井
屋

が
粟
饅
頭
元
祖
の
看
板
を
出
し
て
い
る
理
由
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
太
平
洋
戦
争
に
よ

っ
て
食
糧
統
制
の
た
め
や
む
な
く
姿
を
消
し
て

し
ま

っ
た
。
あ
の
餅
米

の
粘
着
性
と
染
色
し
た
美
し
い
饅
頭
は
郷
愁
と
し
て
多

く
の
人
に
惜
し
ま
れ
て
い
た
と
き
、
粟
饅
頭
の
復
活
は
沼
沢
和
吉
氏
に
よ

っ
て

行
わ
れ
た
。

　

こ
の
と
き
最
も
苦
心
し
た
の
は
、
材
料
と
し
て
の
菌

の
皆
無
で
あ

っ
た
。
そ

こ
で
い
ろ
い
ろ
考
え
た
結
果
は
、
濁
酒

の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
菌
を
利
用
し
よ

う
と
実
験
の
結
果
は
虚
空
蔵
尊

の
御
利
益
だ
ろ
う
か
、
と
う
と
う
期
待
し
た
形

の
粟
饅
頭
が
完
成
し
、
そ
の
後
は
現
在
の
よ
う
な
立
派
な
も
の
に
成
長
し
た
。

　

岩
井
屋
の
沼
沢
留
五
郎
氏
、
そ
の
子
和
吉
氏
、
そ
し
て
現
主
和

一
氏
は
伝
統

の
銘
菓
と
し
て
製
造
販
売
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
に
粟
饅
頭
を
製
造
販
売
し
て
い
る
店
は
、

一
王
町
山
中
屋

(佐
藤

忠
作
)

・
諏
訪
町
お
か
め
屋

(佐
藤
敏
夫
)

・
岩
坂
町
長
谷
川
屋

(長
谷
川
伸

二
)

・
稲
葉
屋

(佐
藤
次
雄
)

・
小
池
屋

(小
池
勇
)

・
寺
家
町
香
月
堂

(伊

藤
四
郎
)
等
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
寺
家
町
香
月
堂

(伊
藤
四
郎
)
の

「う
ぐ
い
最
中
」
も
好
評
あ
る

商
品
で
あ
る
。
う
ぐ
い
は
さ
き
に
も
述
べ
た
通
り
、
福
満
虚
空
蔵
尊
と
の
深
い



縁
の
あ
る
国
指
定
天
然
記
念
物
の
霊
魚
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
目
を

つ
け
た
香
月
堂
主
は
、
う
ぐ
い
の
魚
形
に

「良
ア
ン
」
を
充
満

さ
せ
た
最
中
を
創
案
し
た
。
こ
れ
を
求
め
よ
う
と
、
長
蛇
の
列
を
な
す
こ
と
が

何
回
と
な
く
あ
る
程
の
銘
菓
と
い

っ
て
よ
い
。
は
や
く
商
標
権
も
と

っ
て
い
る

と
い
う
。

　
更
に

一
王
町
山
中
屋
発
売
の
聖
牛

最
中
が
あ
る
。

　
虚
空
蔵
尊
を
守
り
本
尊
と
信
仰
す
る
丑
寅
の
丑
に
因
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
も
好
評
を
博
し
信
心
者
が
参
詣
土
産
と
し
て
求
め
て
帰
る
姿
が
多
い
。

　
そ
の
ほ
か
近
頃
に

「茶
ま
ん
じ
ゅ
う
」
も
柳
津
名
物
菓
子
に
数
え
ら
れ
て
き

た
。

　
お
茶
を
原
料
の

一
部
と
し
て
用
い
、
色
も
実
に
上
品
な
も
の
で
、
こ
の
い
ろ

い
ろ
な
名
菓

の
す
き
こ
の
み
は
あ
る
が
、
善
男
善
女

の
土
産
物
と
し
て
今
後
は

ま
す
ま
す
発
展
し
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。

三
　
柳
津
の
桐
下
駄

　

わ
が
町
は
会
津
桐
成
育
優
良
地
の

一
部
で
、
非
常
に
良
桐
材
が
産
出
す
る
。

会
津
桐
の
名
は
中
央
に
も
そ
の
声
価
が
高
く
、
需
要
も
ま
た
多
い
の
で
あ
る
。

　
桐
は
そ
の
土
地
が
水
は
け
が
よ
く

て
、
風
の
あ
ま
り
吹
か
な
い
地
が
適
地
で

あ
る
。
そ
の
た
め
こ
う
し
た
立
地
条
件
を
持

つ
柳
津
町

・
三
島
町

・
金
山
町
は

特
に
有
名
で
、
そ
の
他
耶
麻
郡
西
会
津
町
下
谷
地
区

・
奥
川
地
区
を
会
津
の
五

大
桐
産
地
と
い
う
。

　
会
津
盆
地
に
は
こ
う
し
た
立
地
条
件
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
良

桐 下 駄 の 輪 積 み

 

桐
は
見
あ
た
ら
な
い
。
そ
の
た
め
会
津
西
部
桐
材
業
組
合
は
、
昭
和
十

一
年
九

月
に
、
柳
津
円
蔵
寺
境
内
に
桐
樹
供
養
を
建
碑
し
て
、
桐
樹
の
精
霊
魂
を
供
用

し
て
い
る
。

　
桐
樹

の
用
法
は
、
古
く
は
下
駄

・
足
駄

・
箪
笥

・
小
函

・
硯
箱
な
ど
に
使
わ

れ
、
特
に
琴
は
桐
板
で
な
け
れ
ば
あ
の
妙
音
の
響
が
出
な
い
と
い
う
。

　
琴

の
音

の
優
雅
さ
は
女
の
美
し
い
和
服
と
よ
く
調
和
す
る
の
で
よ
く
弾
か
れ



た
。
実
に
純
日
本
的
な
印
象
を
与
え
る
。

　

「豪
雪
に
耐
え
し
会
津
桐
の
琴

つ
く
り

　
　
　
　
琴
と
女
は
焼
う
と
細
き
眸
」

と
詠
ん
だ
歌
も
あ
る
。

　
近
頃
は
桐
を
薄
く
長
く
剥
い
で
、
雑
木
下
駄
に
貼
り

つ
け
て
桐
下
駄
と
み
せ

箪
笥

・
小
函
な
ど
も
桐
を
張

っ
た
ベ
ニ
ヤ
板
で
製
造
し
、
そ
の
ベ
ニ
ヤ
板

の
材

料
と
し
て
多
量
に
生
産
さ
れ
て
い
る
。
然
し
柾
目
の
桐
下
駄
の
軽
く
履
き
心
地

よ
く
、
殊
に
女
下
駄
な
ど
は
愛
用
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
わ
が
町
の
下
駄
製
造
に
つ
い
て
記
す
。

　

い
つ
頃
か
ら
下
駄

・
足
駄
を
作

っ
て
い
た
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
古
い
時

代
の
こ
ろ
は
、
各
家
毎
に
自
家
用
と
し
て
製
造
を
し
て
い
た
、
と
い
う
。
職
業

の
分
類
が
判
然
し
な
い
自
給
自
足
時
代

の
た
め
で
、
漸
次
職
業

の
専
門
化
と
量

産
を
必
要
と
す
る
近
代
に
な
る
と
、
下
駄
製
造
業
者
が
出
て
き
て
、
機
械
化
と

な

っ
た
。
手
工

業
時
代
を
考
え
る
と
実

に
製
品
の
美
し
さ
も
量
産
も
隔
世
の
感

が
あ
る
。

　
製
品
は
地
方

へ
の
販
売
も
あ
る
が
、
多
量
の
販
売
地
は
、
東
京

・
大
阪

・
京

都
方
面
で
あ
る
。

　

下
駄
製
造
の
順
序
と
用
具
は
左

の
通
り
で
あ
る
。

　
①

桐
樹
は
少
く
と
も
十
三
年
以
上
経
過
し
た
も
の
で
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
よ

　
　
り
古
く
太
い
の
は
更
に
よ
く
て
、
伐
採
は
九
月
彼
岸
か
ら
翌
年
三
月
彼
岸

　
　
ま
で
の
間
に
伐
り
倒
す
。
寒
中
伐
採
す
る
の
は
最
も
好
ま
し
い
が
、
会
津

　
　
で
は
雪
と
寒
さ
の
た
め
、
必
ず
し
も
伐
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

②

伐

採

し

た

桐

は

工

場

に
運

び

、

適

　

当

に
製

材

し

、

角

取

り

か

、

扇

取

り

　

と

す

る
。

角

材

は

厚

さ

十

四

セ

ン
チ

　

メ
ー

ト

ル
、

横

二
十

四

セ

ン
チ

メ

ー

　

ト

ル
、

縦

十

四

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル
、

　

扇

取

り

も

そ

の
横

二
十

四

セ

ン
チ

メ

　

ー

ト

ル
と

す

る
。

　

　

扇

取

り

は
柾

目

の
整

美

さ

れ

た

も

　

の

の

と
き

、

角

取

り

は

柾

目

は

勿

論

　

で
あ

る

が
、

板

目

の
と

き

も

用

い
る

　

の

で

あ

る
。

③

　

角

取

り

し

た

も

の
は

直

ち

に
線

引

　

き

を

行

っ
て
、

そ

れ

を

二

つ
の
同

形

角 取 り扇 取 り

 

　

の
も
の
に
、
糸
鋸
で
ひ
き
わ
る
。
柾
目
の
揃
う
も
の
は
こ
れ
で

一
足
と
す

　
る
が
、
目
が
揃
わ
な
い
と
き
は
、
他

の
も

の
と
組
合
せ
て

一
足
と
す
る
。

④

こ
こ
ま
で
仕
上
げ
て
約

「
六
分
仕
上
げ
」
と
い
い
、
こ
れ
を
輪
積
を
す

　
る
。
そ
し
て
お
よ
そ
三
ケ
月
近
く
外
に
積
み
、
天
日
と
雨
と
で
曝
す
。
こ

　
の
と
き
、
下
駄
の
場
合
は
六
〇
〇
本

(三
〇
〇
足
)
で

一
輪
と
す
る
。
こ

　
う
す
る
と
乾
燥
と
色
彩
が
自
然
に
出
て
く
る
。
あ
ま
り
乾
燥
さ
せ
る
と
割

　
れ
る
心
配
が
あ
る
の
で
、
適
当
と
思
う
と
き
屋
内

へ
運
ぶ
。

⑤
　
乾
燥
し
た
下
駄
は
、
鼻
廻
機
に
か
け
て
、
角
を
と
り
て
丸
味
を
持
た
せ

　

る
。
こ
の
と
き
大
人
の
下
駄
で
長
さ
二
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅

一
二
セ



　

ン
チ
メ
ー
ト
ル
位
に
仕
上
げ
る
。
そ
し
て
前
歯
の
前
方
を
更
に
削
り
、
歩

　
く
と
き
に
便
利
な
よ
う
に
す
る
。

⑥

仕
上
げ
鉋
に
よ
り
、
素
地
を
平
滑
に
す
る
。
こ
の
と
き
以
前
は
手
鉋
を

　
使

っ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
電
力
鉋
を
用
い
、
最
後
に
紙
や
す
り
器
に
か

　
け
て
磨
き
あ
げ
る
と
美
し
く
な
る
。

　
　
機
械
鉋
の
な
い
と
き
は
、
こ
の
仕
上
を

「
ア
ゴ
サ
ラ
イ
」
と
称
し
て
丁

　
寧
に
仕
上
げ
た
。

⑦

こ
う
し
て
形
が
完
成
す
る
と
、
「穴

ア
ケ
器
」

で

一
度
に
三
個
の
穴
を

　
あ
け
る
。
こ
う
し
て
全
く
下
駄

の
形
態
は
完
成
す
る
の
で
あ
る
。

⑧

次
は
磨
き
で
あ
る
。
「
ト

ノ

コ
」
を
水
に
溶

い
て
下
駄
の
表
と
横
前
後

　

に
塗
り
、
「
ウ
チ

ク
リ
」

で
磨

き
、
更
に
蝋
を
塗

っ
て
ま
た
「
ウ
チ
ク
リ
L

　

で
磨
き
、
仕
上
げ
と
し
て
、
瀬

戸
の
磨
具
で
更
に
磨
く
と
、
美
し
い
光
沢

　

が
で
き
て
、

一
層
品
格
が
出
て
く
る
。

⑨

更
に
裏
の
歯
に

「
ダ
ボ
」
を
二
本
か
三
本
を
打

つ
、
こ
れ
は
歯
が
減
ら

　

な
い
た
め
と
、
商
品
と
し
て
見
栄
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
わ
が
町
の
下
駄
製
造
高
は
年
々
そ
の
生
産
を
挙
げ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
桐
板

・
桐
ベ
ニ
ヤ
板

・
琴
板
と
し
て
も
多
量
に
生
産
し
て
い
る

町
の
生
産
者
は
、

　
　
　
大
平
町

　
　
　
荒

木

喜
八
郎

　
桐
板
及
桐
材

　
　
　
大
平
町

　
　
　
金
　
子
　
平
三
郎
　
　
桐
下
駄

・
桐
材

・
琴
板

　
　
　
大
平
町

　
　
　
黄
川
田
　
幸
　
雄
　
　
桐
材

　
　
　
出
　
倉

　
　
　
牧
　
野
　
伸

一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桐
下
駄

・
桐
材

　
　
　
牧
　
野
　
順
次
郎

の
各
氏
で
あ
る
。

　

近
頃
、
日
本
再
発
見
傾
向
に
よ

っ
て
着
物
が
ブ
ー
ム
を
よ
ん
で
い
る
。
和
服

と
下
駄

・

(足
駄
)
は
、
最
も
調
和
の
と
れ
た
美
し
さ
で
あ
る
。
桐
下
駄
の
軽

さ
、
歩
く
と
き
の
響
き
が
脳
に
伝
わ
ら
な
い
と
い
う
長
所
が
あ
る
。

　

ま
た
湿
気
を
よ
ば
ぬ
と
か
、
虫
が
つ
か
な
い
と
か
の
美
点
を
も

っ
て
い
る
の

で
、
調
度
品
と
し
て
も
今
後
大
い
に
利
用
価
値
が
高
く
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。



　
第

二
章
　
柳
津

町
の
記
念
碑
総
基

　
　
　
　
記
念
碑
に
寄
せ
て

　
記
念
碑
は
町
の
歴
史
で
あ
り
足
跡
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
先
人
の
労
作
か
ら

生
れ
た
文
化
が
芽
生
え
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
て
来
る
も
の
で
あ
る
。
そ
う

し
た
意
味
に
お
い
て
、
こ
れ
は
町
の
文
化
財
で
も
あ
る
。

　
道
路
を
改
修
し
た
も
の
、
教
育
の
徳

を
讃
美
し
た
も

の
、
あ
る
い
は
文
学
に

あ
る
い
は
開
拓
に
こ
の
郷
土
に
対
す
る

一
念
が
あ
り
あ
り
と
刻
み
込
ま
れ
て
い

る
。

　
こ
う
し
た
意
味
に
お
い
て
、
編
集
も
科
学
的
な
分
類

で
は
な
く
雑
然
と
並
べ

た
も
の
で
は
あ
る
が
、
取
敢
え
ず
柳
津
町

の
記
念
碑
が
路
傍
の
草
む
ら
に
土
ぼ
こ

り
に
な

っ
て
い
る
の
を
洗
い
出
し
て
、
全
体
的
に
ま
と
め
た
の
が
こ
の
記
念
碑

総
墓
で
あ
る
。

　
記
念
碑
に
向

っ
て

一
字

一
字
書
き
と
め
て
見
る
と
、
そ
こ
に
は
汗
の
に
じ
む

先
人
の
偉
業
が
、
現
代
の
我
々
に
訴
え
て
来
る
も
の
を
感
じ
な
い
で
は
い
ら
れ

な
い
。

　
荒
地
を
開
拓
し
、
用
水
路
を
開
さ
く
す
る
に
夜
間
は
た
い
松
を
明
か
し
て
傾

斜
を
測
定
し
た
労
苦
…
…
、
私
財
を
投

じ
て
険
坂
を
切
り
開

い
た
徳
を
慕

っ
て

建
碑
し
た
世
話
人
の
心
…
…
、
自
然
を
愛
し
て
全
域
に
植
桜
し
た
人
々
…
…
、

十
七
文
字
で
無
限
の
美
を
追
求
し
た
句
碑
、
ど
れ

一
つ
を
と

っ
て
も
我
が
柳
津

の
人
々
の

「
こ
こ
ろ
」
を
刻
み
込
ま
な
い
も
の
は
な
い
。
こ
の
刻
ま
れ
た

「
い

し
ぶ
み
L

こ
そ
柳
津
町
の
永
遠
に
生
き
る
文
化
財
で
あ
る
。
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